
 令和８年度過積載絶滅運動実施要綱 

 

１．目 的 

貨物自動車による過積載運行は、交通安全上極めて危険な行為であり、死亡事故等の重大事故を誘発

することとなり、また、過積載による排気ガス・騒音・振動などにより交通環境を阻害する要因として

社会的な問題となっている。 

当会議を構成するメンバーは、このような状況に鑑み、重点期間を定めて、貨物輸送に関連する事業

者、団体並びに関係機関と緊密な連携のもとに、過積載防止の運動を展開することによって貨物自動車

の過積載を絶滅し、輸送の安全、秩序を確立して交通事故を防止しようとするものである。 

 

２．強化期間 

令和８年１０月１ 日から令和８年１０月３１日までの１ケ月間 

 

３．スローガン 

「過積載 しない、させない、頼まない」 

 

４．実施関係団体 

九州地方整備局鹿児島国道事務所、九州地方整備局大隅河川国道事務所、 

鹿児島県、鹿児島県警察本部、九州運輸局鹿児島運輸支局、 

西日本高速道路株式会社九州支社鹿児島高速道路事務所、 

公益社団法人鹿児島県トラック協会 

 

５．運動の推進要領 

（１）懸垂幕、ポスターによる周知徹底 

ア．懸垂幕の掲示 

実施機関団体傘下の事業所に、過積載絶滅運動の懸垂幕を掲示するよう要請する。 

イ．ポスターの掲示 

市町村及び実施機関団体傘下の事業所並びに関係荷主団体に対し、ポスターの掲示を依頼し、 

本運動の啓発を図る。 

（２）文書による協力要請 

実施機関団体及び市町村並びに関係荷主団体に対し、協力を要請する。 

（３）関係行政機関及び交通関係団体の機関紙（誌）を通じての広報 

関係行政機関及び交通関係団体の協力を得て、その機関紙（誌）を通じて一般に広報する。 

 

 

 



（４）実施機関団体が行う事項 

ア．九州地方整備局鹿児島国道事務所 

ａ．特殊車両の指導取締りを鹿児島県、所轄警察署、運輸支局と合同で実施する。 

ｂ．ポスター掲示による周知を行う。  

ｃ． 道路情報版に「過積載絶滅運動期間中」である旨の表示を行い、ドライバーへの啓発を図る。 

イ．九州地方整備局大隅河川国道事務所 

ａ．特殊車両の現地取締りを所轄署と運輸支局と合同で実施する。 

ｂ．ポスター掲示による周知を行う。 

ｃ ．道路情報板に「過積載絶滅運動期間中」である旨の表示を行い、ドライバーへの啓発を図る。 

ウ．鹿児島県総務部男女共同参画局くらし共生協働課 

ａ ．市町村及び県交通安全県民運動推進協議会構成機関・団体に運動の周知徹底を図る。 

ｂ ．県交通安全実施計画に「事業用自動車の安全プランに基づく安全対策の推進」の項目を設け、

貨物自動車運送事業者に対する過労運転、過積載防止のための指導に関する取組みを盛り込

む。 

エ．鹿児島県土木部道路維持課 

ａ．過積載による違法運行に対する合同街頭取締りを実施する。 

ｂ．ポスター掲示による周知を行う。 

ｃ ．道路情報板を活用し過積載防止の呼びかけを行う。 

オ．鹿児島県警察本部 

ａ．過積載による違法運行に対する街頭取締りを実施する。 

ｂ．運転者講習等の機会を利用して、正しい積載を指導する。 

カ．西日本高速道路（株）九州支社鹿児島高速道路事務所 

ａ．懸垂幕・ポスター掲示による周知 

キ．公益社団法人鹿児島県トラック協会 

ａ．傘下事業者に運動の周知徹底を図る。 

ｂ．ポスターを作製し、傘下事業者及び関係機関、荷主団体等へ配布し、過積載防止を呼びかける。 

ｃ．適正化指導員は事業者を巡回し、過積載防止、積載状況の確認、正しい積載についての指導を

行う。 

ｄ．支部会、専門部会等において荷主セミナーを開催し、過積載防止について協力を求める。 

ｅ．合同街頭取締りに協力し、ドライバーへの啓発を図る。 

   ｆ．「トラックの日」フェスティバルにおける一般の広報を行う。 

ク．九州運輸局鹿児島運輸支局 

ａ．関係機関合同で過積載による違法運行及び、過積載を助長するさし枠等を装着している不正改

造車の発見・排除のための街頭取締りを実施する。 

ｂ．事業者への立入監査を実施し、正しい積載について指導する。 

ｃ．運行管理者、整備管理者の研修等で過積載の防止について指導する。 


